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視察先 項 目 調査内容

奈良市 上 下 水 道 の

統合について

奈 良 市 で は ,長 年 に わ た り 下 水 道 事 業 会 計

の収支不足となっていたため，一般会計から

多額の繰入金の補填を行っていた。包括外部

監査からの指摘や下水道事業経営改善委員会

の提言を受け，下水道事業経営を見直し，健

全化を図ることが喫緊の課題となっており，

また，国からも積極的に地方公営企業法の適

用を検討すべきと通知があった。

そこで，奈良市は既に企業会計を導入して

いた水道局と組織統合することで，事業管理

者のもと企業の自主性を発揮し経営の改善を

図 る こ と と し た 。 奈 良 市 の 上 水 道 側 と し て

も，統合以前から下水道使用料と水道料金を

あわせて計量や料金収納をしていたが，給水

装置部門と排水設備部門，水道管工事と下水

道管工事など，もともと関連する部門があっ

たことから，市民サービスの向上や上下水道

を通じた経営の合理化が期待できた。

検 討 を 重 ね た 末 ， 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 に 統 合

し ，「 企 業 局 」 と な っ た 。 統 合 後 の メ リ ッ ト

と と し て は 組 織 内 で 関 連 部 門 の 統 廃 合 が 進

み，職員数の削減が毎年進み人件費が抑えら

れたほか，職員の企業会計となったことから
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職 員の経費に対する採算性の意識が向上した

ことなどが上がる。一方，統合後のデメリッ

トとしては，下水道会計の財政状況が厳しい

状態が現在も続いているため，共通経費の上

水 道 会 計 の 負 担 割 合 が 多 く な っ て い る 。 ま

た，災害時の対応体制で，統合前の下水道部

局は河川や道路の管理部門に位置づけられて

いたため，現在も同様の体制がとられている

が，企業局の組織内では着々と上水担当と下

水担当の融合が進んでおり，体制の見直しが

必要となっているとのこと。

統合による職員数の削減は当初の予定より

も大幅に進んでおり，人件費の削減も進んで

いる。また，当初問題であった一般会計の繰

入金も計画に基づき減額している。しかし，

財政見通しどおりの改善が統合から３年経過

した現在でも見込めないことから使用料の値

上げを視野に入れつつ事業の推進を検討して

いるとのこと。

福山市 次世代エネル

ギーパークに

ついて

福山市は年間を通じて降雨が少なく日射量

に恵まれており，住宅や公共施設の太陽光発

電の導入が進んでいる。今回視察のため訪れ

た福山市リサイクルプラザを初め，福山市の

箕沖地区にはメガソーラーを初め，ごみ固形

燃料工場とそれを利用した発電所や民間の環

境関連施設等が集積しており，この地区を中

心に福山市内の環境関連施設等で再生可能エ

ネルギーに見てふれることで，地球環境と調

和した次世代エネルギーのあり方について理

解を増進するものとして，平成２４年１月に

「次世代エネルギーパーク」の認定を国から

受けた。
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今 回視察した福山市リサイクルプラザは，

もとは２００９年９月にリサイクル工場と併

設して建設され，リサイクル体験学習のため

のコーナーやごみの情報コーナーなどを設置

し，ごみ減量・リサイクルに向けた体験的な

啓発施設として運用されていた。現在は次世

代エネルギーパーク事業の中核施設としても

運用されている。リサイクルプラザの来館者

数は昨年１年間で約１万人。

福山市では，福山市次世代エネルギーパー

ク基本計画を策定し，ものづくりのまちから

見えてくる低炭素，資源循環及び自然共生に

関するさまざまな取り組みや活動及び再生可

能エネルギーや省エネルギー等の新たなエネ

ル ギ ー の 生 産 ・ 利 用 に つ い て ，「 見 て 触 れ て

理解できる次世代エネルギーパーク」を整備

す る と と も に ， 広 く 情 報 発 信 し ，「 環 境 に や

さしいものづくりのまち」を実現していくた

めの具体的方針及び施策を示している。さら

に ， 市 内 外 か ら よ り 多 く の 人 々 が こ こ を 訪

れ，再生可能エネルギーを中心とするエネル

ギー問題をはじめ，低炭素社会，循環型社会

及び自然共生社会に基づく持続可能な社会に

ついて理解を深めるとともに，再生可能エネ

ルギーの普及啓発や環境・観光関連産業の振

興等を通じて地域活性化及び「クリエイティ

ブなばらのまち福山」を目指す福山市の都市

ブランド力の向上に資するよう，エネルギー

パークの活用施策についてもあわせて示して

いる。

計画に基づく見える化の取り組みとして，

公共施設や小学校に太陽光パネルや発電量が
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わ かるモニターの設置を進めており，ことし

は家庭のモニター設置に必要な費用の補助を

行うとのこと。

現状の課題としては，ハード面としてリサ

イクルプラザ周辺を含む緑地や駐車場等の再

整備が必要になっている。特に中心市街地か

ら遠方にあり，市内外からの見学には車やバ

スが必要となることから，集客を増進する上

での整備は必要である。また，見学者がふえ

ることにより，施設での催し物についてはボ

ランティアを活用していることもあり，対応

したマニュアルや人材育成が必要となってい

るとのこと。

呉市 国民健康保険

事業について

呉市は，戦前は人口４０万人を超えていた

が，現在の人口は２４万人弱となっており，

平成１７年までに，８町との合併が完了した

が，高齢化率が約３４％と全国の同規模の町

としては高くなっており，これに伴い，国保

被保険者の高齢化率も約５２％と高くなって

いる。医療環境は，海軍が設置されたことな

どにより，４００床以上の病院が３つ，この

ほか中規模病院などもあり，一次救急から三

次救急まで，市民が安心して地元で治療を受

けることができる，充実した医療環境である

のが特色として上げられる。

呉市は医療費が県内や全国平均を上回って

おり，年々増加しているとのことから，医療

費の抑制を図るべく，レセプトのデータ化を

実施することに決めた。この実施までには，

医療関係機関や行政などで構成される，呉市

地域保健対策協議会にジェネリック医薬品検

討小委員会を設置したり，市民公開シンポジ
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ウ ムを開催するなど，関係者への周知，説明

や市民への啓発を行った後に実施した。

平成２０年度から業務委託によりレセプト

のデータベース化を導入し，短期的には，レ

セプト点検の充実・効率化を，また，同年度

から，ジェネリックの差額通知を実施してい

る。また，中長期的な取り組みとして，平成

２２年度から，重症化予防等の各種保健事業

を実施している。

ジェネリック使用促進通知による費用対効

果額は一月あたり約１，０００万円で，年間

約１億円強の効果額があると試算している。

通知を出した人の約８割が何らかの形で，ジ

ェネリックに変更されている。また，新指標

の数量ベースの使用率では，直近で約５５％

となっている。ジェネリック医薬品使用促進

通知は，２ヶ月に１度，２００円以上の効果

がある上位３，０００人，院外処方で，がん

や精神疾患のある人を除いて通知している。

金額は，先発薬と最も高いジェネリックとの

差額 を表記している。 1 度 通 知 し た 人 に は ，

２回目，３回目は通知せず，同じ人に何度も

通知が行かないようにしてる。また，先発薬

に対して，どのジェネリック医薬品がどのく

らい使用されているか，国保の調剤状況を確

認し，処方の参考としてもらうため，医師会

や薬剤師会に情報提供しているとのこと。

呉市では健康管理増進システムを活用した

画面によるレセプトの縦覧点検を実施してい

る。レセプト点検員間のＯＪＴや他市点検員

との勉強会等による点検能力の向上を図り，

月に 1 回程度システム供給元と協議し，随時
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点検システムの項目の改修を行っている。

レセプトデータの分析により発覚した重複

服薬者に対しては，訪問指導を実施すること

で，調剤費の削減や改善が図られており，一

定の効果が出ているとのこと。

呉 市 で は レ セ プ ト デ ー タ を 効 果 的 に 活 用

し，複数の事業に取り組みつつ，地域の関係

団体との連携し，効率的な保健事業を推進す

ることによって市民の健康寿命の延伸に努め

ていた。


